
部⾨賞 
 
l 部⾨功績賞 

梅⽥ 靖 殿（東京⼤学） 
 

 この度は、⽣産システム部⾨から、栄えある「部⾨功績賞」を頂き誠にありがとうござい
ました。⽣産システム部⾨に積極的に参加するようになったのは割と最近です。例のインダ
ストリー4.0 の話が出てきて、このままでは本当に⽇本のものづくりが危ないのではないか
という危機感から当部⾨に参加するようになりました。⽣産システム部⾨には、⻄岡先⽣・
⽇⽐野先⽣の「つながる⼯場」もあるし、優秀な若⼿の⽅々もいるし、企業の⽅々の参加率
も⾼い素晴らしい部⾨だと思っています。欧州では⽣産システム研究は活性化しています。
それに⽐べて、⽇本機械学会の中では依然として弱⼩部⾨であることについて、部⾨⻑をや
らせて頂きましたが、さほど状況を改善することができずそこは忸怩たる思いがあります。
このあたりのことば、もうすぐ開かれるであろうコロナ明けの懇親会ででもゆっくりと・・・。 
 
l 学術業績賞 

増⾕ 隆志 殿（株式会社豊⽥中央研究所） 
 

選択的レーザー溶融法による粒状体ダンパを適⽤した多重動吸振器の製造および制振性能
評価 
／⽇本機械学会論⽂集 第 87 巻，第 895 号（2021 年）掲載 
 

この度は栄えある賞を賜りまして，⾝に余る思いです．本成果は，共著者の⽅々，また関
係者の皆様によるご⽀援の結果であり，⼼より感謝申し上げます． 
対象となった技術は，Selective laser melting（SLM）を⽤いた制振構造の提案になります．
SLMは，その⾼い形状⾃由度のほか，3Dモデルに閉空間がある場合，原料の粉末が造形体
の内部に残存する特徴があります．このような特徴を活⽤して，粒状体ダンパと多重動吸振
器を組み合わせた⼩型でロバスト性のある制振構造を提案しました． 
着想の過程を述べますと，SLM には未溶融の粉末をボトル状の⾦属容器に回収する⼯程

があります．⾁眼では容器の内部状態を確認できないため，容器側⾯に対し⾼さ⽅向の位置
を変えながら⼿で叩き，発⽣する⾳の響きから回収した量を推定します．この作業を経験す
る過程で，粉末を減衰材，つまり粒状体ダンパとして活かすことを思い付きました．ふとし
たアイデアでしたが，関係者の皆様と議論を進めていく中で，多重動吸振器の減衰要素に適
⽤すること，動吸振器を部品の内部に配置し⼩型化することを考案し，このような賞を頂け
る技術にできました． 

この受賞を励みにして，更なる研究開発に取り組んで参ります．  



部⾨⼀般表彰 
 
l 部⾨貢献表彰 

澤⽥ 浩之 殿（国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所） 
 
今回の受賞に当たり、幹事の⼤泉先⽣を始めとする委員の⽅々、部⾨三役の先⽣⽅、事務
局の皆さんに、この場を借りて改めて感謝したいと思います。2021 年 3 ⽉の部⾨講演会は、
初めてのコロケーション＆オンライン開催となり、同じくオンラインで開催した年次⼤会
も参考にしながら準備を進めました。お⼿本もあるし、規模も年次⼤会ほどではないので難
しくはないはず、などと楽観していたら⼤間違いで、細かい点での検討や調整に時間を要し、
プログラムを HP へ掲載したのは開催 1 週間前でした。スケジュール管理は、反省するこ
としきりです。とはいえ、今後ますます重要になると考えられる分野間連携やオンライン講
演会の基礎をある程度作ったという意味で、不⼗分ながらも少しは部⾨に貢献できたのか
なと思っています。 
 
 
l 部⾨貢献表彰 

森永 英⼆ 殿（⼤阪府⽴⼤学） 
 

この度は、⾝に余る栄誉にあずかりまして、⼤変光栄に存じますとともに、厚く御礼申し
上げます。私は、2012 年度に運営委員を拝命して以降、2015 年度までと、2017 年度から
2021 年度までの、計 9 年、⽣産システム部⾨の運営に携わってまいりました。その間、部
⾨幹事、広報委員⻑、表彰委員会委員⻑・幹事、技術企画第⼆委員会幹事等を仰せつかりま
した。就任した 2012 年は、第 4次産業⾰命がドイツで提唱されて世界中の関⼼が集まりは
じめた時期であり、関連する研究分科会が当部⾨に設置され、部⾨の活動が⼀段と活性化し
ていきました。部⾨および研究分野としての⼤きな⾶躍があった時期に、役員として貴重な
経験を積ませていただくことができ、⼤変感謝しております。また、JAMDSM 編修委員、
電⼦情報通信学会との連携検討WG委員、学会誌特集号の企画、国際会議の実⾏委員など、
部⾨外の活動にも多数お声掛けいただき、知⾒と交流の輪を広げる良い機会をいただけた
ことを、併せて感謝申し上げております。本表彰を励みに、当部⾨の発展に⼀層貢献できる
よう、今後も精進してまいります。ご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げま
す。  



l 優秀講演論⽂表彰 
厚味 昌和 殿（株式会社デンソー） 

 
講演タイトル『⾃然⾔語処理を⽤いた設備保全ナレッジ活⽤』 
／⽣産システム部⾨研究発表講演会 2021 講演論⽂集 掲載 
 

この度は，「2021 年度⽣産システム部⾨優秀講演論⽂表彰」を賜りましたこと，深く感謝
いたします。 
今回，「⾃然⾔語処理を⽤いた設備保全ナレッジ活⽤」と題して発表させて頂きました。
現在，モノづくりの現場では，これまで⽇々の⽣産活動や改善活動の中で脈々と培ってきた
⾼度なモノづくりナレッジを保有する熟練者の多くが定年退職を迎えることにより，有効
なナレッジの喪失が懸念されております。更に，そのナレッジを継承する若年層の労働⼒が
不⾜しており，競争⼒の源泉である膨⼤に蓄積されたナレッジを継承・利活⽤することは⼤
きな課題であります。 
今回の発表は設備保全ナレッジ利活⽤に対する１つの⽅法ではありますが，他にも社内
外の多様なナレッジに対して利活⽤⽅法を研究するとともに，開発したアルゴリズムを迅
速に適⽤することで，有効なナレッジを幅広く活⽤し労働⽣産性の向上に貢献したいと考
えております。 

最後に，選考に関わられた関係者様，論⽂作成に助⾔頂いた⽅々に改めて感謝申し上げま
す。 
 
 
優秀講演論⽂表彰 

峯⽥ ⿓志 殿（⼤阪⼤学） 
 

講演タイトル『シミュレーションと機械学習の組み合わせによる⾼速近似解析⼿法構築の
能動学習を⽤いた効率化に関する研究』 
／⽣産システム部⾨研究発表講演会 2021 講演論⽂集 掲載 
 

この度は、優秀講演論⽂として⼤変栄誉ある表彰を頂き、⼤変光栄に思っております。ご
指導いただいた先⽣と共著者の⽅々、査読や選考に携わった皆様にこの場をお借りして、厚
く御礼申し上げます。 
今回表彰頂いた論⽂は、⼤量のデータ出⼒に⻑時間を要する数値シミュレーションの代
替モデルとして、必要最低限の学習データ量での機械学習による⾼性能な近似器システム
の構築を提案するものです。Industry5.0 への移⾏が急速に進む昨今、先進的テクノロジー
の組み合わせによりユーザビリティの⾼いデジタル⽀援機能を⽣み出すことが産学官を含



めた⾄急の課題ですが、本論⽂のアイデアがその⼀助となれば幸いでございます。 
末尾となりましたが、⽇本機械学会と関係者の皆様のますますのご発展を祈念して、御礼

の⾔葉とさせていただきます。 
 
 
l 優秀講演論⽂表彰 

美⾺ 愛理 殿（村⽥機械株式会社） 
 
講演タイトル『内⽰理論に基づくレジリエントな在庫管理法 −離散型ブレ分布とリスク評
価指標による多品種少量⽣産部品の⼿配業務標準化−』 
／⽣産システム部⾨研究発表講演会 2021 講演論⽂集 掲載 
 

この度は名誉ある賞をいただき、誠にありがとうございます。ご指導を頂きました上野信
⾏名誉教授に、⼼より感謝申し上げます。著者⼀同、⼤変喜んでおります。 
私たちは、需要変動に柔軟に対応できる在庫管理を⽬指して、製造本部、事業部、研究開
発本部が⼀体となって取り組んでいます。本論⽂では、⼯作機械の部品について、内⽰ブレ
の特性を考慮したリスク評価をおこない、現場運⽤まで素早く実現したことについてまと
めました。 
今回の受賞を励みに、引続き、レジリエントな⽣産のために精進して参りたいと思います。
今回はありがとうございました。 
 
 
l 優秀講演論⽂表彰 

池⽥ 峻史 殿（近畿⼤学） 
 
講演タイトル『レーザ積層造形プロセスに及ぼすリサイクル粉末の影響』 
／2021 年度年次⼤会 講演論⽂集 掲載 
 

このたびは名誉ある賞を頂き、⼤変うれしく光栄に思っています。この場をお借りして選
出して下さった関係者の皆様に感謝申し上げます。今回の受賞は、⽇頃から熱⼼にご指導、
ご助⾔頂いた先⽣⽅や研究員の⽅々あってのことと、厚くお礼申し上げます。受賞研究では、
⾦属レーザ積層造形プロセスにおける、リサイクル粉末の造形条件や組織に及ぼす影響に
ついて検討を⾏っています。私はこの春に就職しますが、後輩たちが存分に研究に邁進でき
ること、そしてそれによる益々の発展を祈念しております。この賞を励みとし、またこの賞
に恥じぬよう、より⼀層の精進を重ねる所存ですので、今後ともよろしくお願い申し上げま
す。  



学会賞 
 
l 若⼿優秀講演フェロー賞 

本郷 結希 殿（東京⼤学） 
 

Digital Triplet 型⽣産システムのための意思決定プロセス構造化⽀援システムの構築 
 

この度は、若⼿優秀講演フェロー賞という名誉ある賞を授与いただき誠にありがとうご
ざいます。 

賞をいただいた論⽂は、⽣産システムにおいて技術者のプロセス知を再利⽤する⽬的で、
CPPS の運⽤・改善に関する意思決定プロセスの構造的記述⽀援について検討したもので
す。⼈間と CPPSの相互作⽤という挑戦しがいのあるテーマに取り組むことができ、⼿法・
システム作成に向けた議論では刺激を受けることばかりと思い⼊れもある研究で⼤変嬉し
く思っております。 

最後に、本論⽂の作成にあたってご指導をいただいた梅⽥靖先⽣、⽊下裕介先⽣、武⽥英
明先⽣、近藤伸亮先⽣に⼼より感謝申し上げます。 


